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� Ⅰ．巻頭言

巻頭言　IBS の新たな挑戦　～次のステージへ～
Preface: IBS is Always Challenging the Frontier. - Onto the Next Stage 

岸井隆幸 1 
Takayuki KISHII

IBSは、昨年設立60周年を迎え、38年ぶりに新しい事務所（水道橋）への移転を行った。こうした大きな環境
変化を契機として、今年度から組織を挙げて新しい研究活動に挑戦することとしたので、今回はこの紙面を借りて
その内容をご紹介したい。

皆様よくご存じのとおり、IBSでは毎年様々な機関からの「受託研究」を実施してきているが、実はそれ以外にも
「独自の自主的な研究活動（「R&D活動」と総称している）」や、外部の方の力をお借りして「海外都市を対象とし
た特定テーマの深堀（「フェローシップ研究」と称している）」を行ってきた。

今回、特に新たな取り組みを大きく追加したのは、前者の「R&D活動」である。これまでのR&D活動は、研究員
が「挑戦したい研究テーマ」を発意、組織として研究予算を用意し、発意者自らが研究活動に取り組む、という仕組
みであった。それぞれの自由な発想を大切に育てるという観点・姿勢は研究組織としては極めて重要であるので、
この仕組みは今後も変わることなく継続していく。一方で、今回からは新たに「組織としてのR&D」を積極的に推し
進めることとした。具体的に言えば、IBSの総力を挙げて新しい分野を切り開く研究を組織的に行うということで、
当面は「都市・交通2.0」、「物流2.0」、そして「都市交通ナレッジラボ」の3テーマを取り上げて挑戦しようと考え
ている。

昨年の巻頭言で、IBSとしては強みである「これまで培ってきたPT調査や物流調査のノウハウとデータの蓄積」
と「国の政策立案のお手伝いをして身につけた大局観」を最大限に生かして、「経年的あるいは地域をまたいだ比
較分析」・「データに基づいた質に関する定量的分析と予測」・「広域的視点を持った政策提言」、そして「実効性
のある施策プログラムの立案」により積極的に取り組んでいきたい、と記したが、今回はこういった姿勢を具体化す
るために、その第一歩を踏み出したとお考えいただきたい。

いずれのテーマも2年間の研究期間で、外部の学識経験者のお知恵も借りながら動かしていくことを予定してい
る。例えば、「都市・交通2.0」では単に「交通の量」を推計するのではなく、わが国が直面している「質に関する課
題」について、アクティビティモデルなど新しい分析手法も交えて取り組んでいく道筋を開発したいと考えている。
また、「物流2.0」では運転手不足や自動運転などの物流交通を巡る新しい話題を取り込んで、物流政策の「実装
に向けた具体的な提案」を積極的に行っていきたい。そして「都市交通ナレッジラボ」においては、業務を通じて
蓄積される海外の交通情報や都市計画情報を、研究所内で広く共有化する仕組みを構築するとともに、当面、PT
調査などがたびたび実施されている政令市の交通関連基礎情報を経年的かつ相対的に比較できるようなデータ
ベースの構築にも着手したいと考えている。

なお、フェローシップ研究に関しては特に大きな変更を加えるわけではないが、これまでは2年間で150万円
の研究費しか支給していなかったものを増額することとした。2年間で150万円という予算は、昨今の円安や宿泊
費用の高騰などを考えると現地に行くだけで足が出そうな状況で、さすがに心苦しい。そこで今回からは2年間で
300万円に増額することとして、研究を支える姿勢をより明確に打ち出すこととした。ちなみに今年のフェローシッ
プ研究のテーマは、「イノベーションディストリクトを支える空間基盤に関する研究」と「タイ国における区画整理
事業の展開と課題に関する研究」の二つとなっている。

IBSが次のステージに向かうための新しい挑戦、是非、ご期待いただきたい。
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